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門
松
に
因
み 

 
 

 
 

～
等
伯
の
松
林
、
そ
れ
は
能
登
の
原
風
景 

 

能
登
国
七
尾
に
生
を
享
け
一
介
の
地
方
絵
師
が
元
亀
２
年
（
１
５

７
１
）
３
３
歳
の
頃
に
上
洛
し
、
都
の
中
央
画
壇
の
中
枢
的
な
存
在

に
上
り
つ
め
た
長
谷
川
等
伯
（
１
５
３
９
～
１
６
１
０
）
を
語
り
た

い
。 

 

そ
の
頃
は
信
長
や
秀
吉
ら
の
権
力
者
の
支
持
を
得
て
狩
野
派
が

堅
固
な
流
派
を
築
き
永
徳
を
当
主
と
し
て
画
壇
に
揺
る
ぎ
な
い
体

制
を
誇
り
君
臨
し
て
い
た
。
こ
の
狩
野
派
全
盛
の
時
代
に
僅
か
一
代

で
桃
山
画
壇
に
確
か
な
足
跡
を
遺
し
た
等
伯
の
芸
術
に
幾
度
と
な

く
魅
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。 

 

こ
こ
で
は
等
伯
の
二
つ
の
傑
作
・
日
本
美
術
史
上
に
輝
く
比
類
な

き
国
宝
着
色
画
「
智
積
院
障
壁
画
（
楓
図
壁
貼
付
）
」
と
国
宝
水
墨

画
「
松
林
図
屏
風
」
（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
に
つ
い
て
取
り
上
げ

よ
う
。 

 

前
画
は
、
壮
麗
な
桃
山
障
壁
画
風
を
基
に
多
種
の
草
花
を
慈
し
む

よ
う
に
画
き
夢
幻
的
で
叙
情
性
豊
か
な
画
趣
と
な
っ
て
い
て
見
惚

れ
て
時
間
を
忘
れ
て
し
ま
う
。 

 

注
目
の
後
画
は
、
墨
の
微
妙
な
階
調
を
工
夫
し
松
林
の
奥
行
や

霧
・
霞
が
松
を
包
み
込
み
光
や
大
気
が
見
事
な
情
趣
と
な
っ
て
い

る
。
筆
致
は
荒
々
し
く
豪
快
で
日
本
独
特
の
感
性
に
通
底
し
才
気
に

満
ち
た
等
伯
の
新
生
画
を
証
し
て
い
る
。
作
家
安
部
竜
太
郎
の
『
等

伯
』
に
よ
れ
ば
、
「
七
尾
の
海
に
は
一
面
に
気
嵐
が
立
ち
こ
め･

･
･

寒

風
に
吹
き
さ
ら
さ
れ
た
浜
辺
の
松
は
、
遠
ざ
か
る
に
連
れ
て
気
嵐
の

中
に
消
え
て
い
く
。･

･
･

」
と
等
伯
少
年
の
生
活
体
験
が
モ
チ
ー
フ

に
な
っ
て
い
る
と
記
し
て
い
る
。 

 

私
は
の
と
里
山
海
道
を
通
る
度
に
烈
風
に
耐
え
た
美
形
の
松
に

吹
く
風
、
波
形
の
海
鳴
り
を
耳
に
し
て
、
「
松
林
図
屏
風
」
の
世
界

と
重
ね
合
わ
せ
る
の
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 

(

押
上
武
文
〈
府
中
市
・
宝
立
町
出
身
〉) 

ＶＯＬ．２３ ２０１４．０１ 

平成２６年１月発行 

〈
東
京
事
務
所
と
首
都
圏
誘
客
推
進
室
の
皆
さ
ん 

前
列
右

端
が
松
原
所
長
〉 

 

 

（右隻） 

（左隻） 

松林図屏風 

洋画家 岡崎 洋児氏作 昭和 16年生 珠洲市狼煙町 

 

 「東京奥能登応援団のホームページ」アドレスは http://okunoto.net です。 

http://okunoto.net/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 
 

奥
能
登
の
風
景 

 
 

 
 

中
道
文
子
（
中
道
謙
一
氏
〈
三
崎
町
出
身
〉
ご
家
族
） 

 

 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。 

 

東
京
奥
能
登
応
援
団
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
平
成
２
６
年

の
初
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
か
ら
「
ふ

る
さ
と
奥
能
登
」
に
ご
支
援
、
ご
協
力

を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
珠
洲
市
で
は
こ
れ
ま
で
、
本

市
の
強
み
で
あ
る
「
食
」
を
中
心
に
交

流
人
口
の
拡
大
と
農
林
水
産
業
の
振
興

を
組
み
合
わ
せ
て
活
性
化
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
昨
年
３
月
末
に
能
登

有
料
道
路
が
「
の
と
里
山
海
道
」
と
し

て
全
線
無
料
化
さ
れ
た
こ
と
が
追
い
風

と
な
り
、
本
市
へ
の
入
り
込
み
が
増
加

い
た
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
世
界
農

業
遺
産
の
保
全
や
活
用
も
含
め
、
本
市

そ
の
も
の
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
る
取
り

組
み
の
原
動
力
で
も
あ
る
大
学
と
の
連

携
に
よ
る
人
材
育
成
事
業
も
、
金
沢
大

学
が
文
部
科
学
省
か
ら
採
択
を
受
け
た

「
地
（
知
）
の
拠
点
整
備
事
業
」
に
よ 

っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
「
能
登
里
山
里

海
マ
イ
ス
タ
ー
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

と
合
わ
せ
、
今
後
、
さ
ら
に
充
実
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
確
信
い
た
し

て
お
り
ま
す
。 

 

今
年
は
、
木
ノ
浦
の
観
光
交
流
拠

点
施
設
が
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
す

し
、
北
陸
新
幹
線
金
沢
開
業
も
間
近

に
迫
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

珠
洲
市
の
未
来
を
切
り
拓
く
た
め

に
、
本
市
の
強
み
や
特
性
を
活
か
し

た
活
性
化
を
図
る
取
り
組
み
を
進
め

る
と
と
も
に
、
教
育
・
子
育
て
環
境

や
医
療
・
福
祉
の
充
実
、
社
会
資
本

の
整
備
、
防
災
力
の
向
上
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
、
本
市
の
「
質
」

を
高
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。 

本
年
も
、
活
き
活
き
と
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
活
力
あ
る
珠
洲
市
を
目
指

し
、
よ
り
市
民
の
皆
様
が
幸
せ
を
感

じ
ら
れ
る
よ
う
全
力
で
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。 

東
京
奥
能
登
応
援
団
の
皆
様
に

は
、
今
後
と
も
ふ
る
さ
と
に
変
わ
ら

ぬ
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
東
京
奥
能
登

応
援
団
の
益
々
の
ご
発
展
と
、
会
員

の
皆
様
の
ご
活
躍
を
心
よ
り
ご
祈
念

申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。 

 

年
頭
あ
い
さ
つ 

 
 

珠
洲
市
長 

泉
谷
満
寿
裕 

 
 

奥
能
登
と
聞
く
と
、
輪
島
の
朝
市
や
千
枚
田
を
連
想

す
る
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
実
は
奥

能
登
は
、
私
の
夫
の
故
郷
な
の
で
す
。
夫
が
定
年
を
迎

え
、
私
も
夫
の
故
郷
石
川
県
珠
洲
市
ま
で
、
車
で
帰
る

こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
今
で
は
能
登
空
港
が
で

き
、
羽
田
か
ら
２
時
間
ほ
ど
で
行
け
る
よ
う
に
成
り
ま

し
た
。
で
も
私
は
、
途
中
の
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
ゆ

っ
く
り
と
十
時
間
ほ
ど
か
け
て
帰
る
の
が
好
き
で
す
。

今
年
の
春
は
田
植
え
の
手
伝
い
を
し
た
り
、
ま
た
ゼ
ン

マ
イ
や
ワ
ラ
ビ
の
山
菜
を
裏
山
に
採
り
に
行
っ
た
り
、

秋
に
は
稲
刈
り
の
手
伝
い
を
し
な
が
ら
自
然
を
満
喫

し
て
き
ま
し
た
。 

 

こ
こ
で
今
世
界
が
注
目
し
て
い
る
「
能
登
の
里
山
里

海
」
に
つ
い
て
語
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。
能
登
は
、

佐
渡
と
共
に
日
本
で
初
め
て
「
世
界
農
業
遺
産
」
に
認

定
さ
れ
ま
し
た
。
地
域
の
環
境
を
生
か
し
た
伝
統
的
農

法
や
土
地
利
用
の
シ
ス
テ
ム
、
お
よ
び
農
村
文
化
や
景

観
が
一
体
と
な
り
維
持
さ
れ
て
い
る
地
域
を
後
世
に

残
す
こ
と
を
目
的
に
、
国
連
食
糧
農
業
機
関
が
開
始
し

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
田
植
え
を
し
て
い
る
と
、
白

鷺
や
セ
イ
タ
カ
シ
ギ
が
頭
の
上
か
ら
舞
い
降
り
て
き

ま
す
。
こ
の
美
し
い
風
景
を
ぜ
ひ
守
っ
て
も
ら
い
た
い

も
の
だ
と
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

そ
う
そ
う
、
忘
れ
て
い
ま
し
た
が
、
私
達
夫
婦
は
、

里
山
里
海
学
校
の
会
員
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
今
は
子

ど
も
た
ち
が
少
な
く
な
り
、
廃
校
と
な
っ
た
校
舎
を
金

沢
大
学
の
先
生
達
と
地
域
の
人
達
が
手
を
つ
な
ぎ
自

然
を
守
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
人
達
は
、
休
耕
田
と
な
っ

た
田
圃
を
利
用
し
て
、
絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ
れ
、
捕

獲
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
と
て
も
希
少
な
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ

や
ト
ン
ボ
や
蝶
な
ど
に
自
然
の
環
境
を
提
供
し
て
、
絶

滅
生
物
の
生
息
を
助
け
る
事
業
を
し
て
い
ま
し
た
。 

 
 

 

ま
た
、
能
登
に
は
キ
リ
コ
祭
り
が
有
り
ま
す
。
半
世

紀
ぶ
り
の
キ
リ
コ
祭
り
に
主
人
は
有
頂
天
に
な
り
、
太

鼓
を
叩
い
た
り
、
笛
を
吹
い
た
り
、
山
車
を
引
い
た
り
、

倒
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
の
張
り
切

り 

り
様
で
し
た
。
今
で
は
過
疎
化
が
進
み
人
口
が
少
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
土
地
の
人
達
に
大
歓

迎
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
神
様
を
お
招
き
す
る
家
で
は
、

ご
馳
走
を
用
意
し
て
お
待
ち
す
る
の
で
す
。
こ
の
日

ば
か
り
は
誰
が
ご
馳
走
を
戴
い
て
も
良
い
の
で
す
。

担
ぎ
手
の
衣
装
は
、
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
の
で
す

が
、
珠
洲
市
粟
津
の
若
い
人
は
艶
や
か
で
す
。
男
性

で
も
若
い
女
性
用
の
着
物
を
着
て
、
派
手
な
帯
や
し

ご
き
を
付
け
て
、
お
相
撲
さ
ん
が
土
俵
入
り
に
使
う

よ
う
な
前
掛
け
を
か
け
、
鈴
を
つ
け
て
担
ぐ
の
で
す
。

そ
し
て
夜
に
は
キ
リ
コ
に
灯
が
と
も
る
と
、
と
て
も

幻
想
的
な
宵
祭
り
の
雰
囲
気
に
成
り
ま
し
た
。
鼻
高

と
い
う
祭
り
を
仕
切
る
人
に
先
導
さ
れ
、
翌
朝
の
４

時
頃
ま
で
、
老
い
も
若
き
も
地
域
の
人
達
や
故
郷
を

離
れ
て
都
会
で
生
活
す
る
人
達
も
皆
で
飲
ん
だ
り
食

べ
た
り
し
な
が
ら
ほ
ろ
酔
い
気
分
で
練
り
歩
く
の
で

す
。 私

に
と
っ
て
は
、
キ
リ
コ
祭
り
の
全
て
が
驚
き
の

風
景
の
連
続
で
し
た
。
そ
こ
に
は
「
能
登
は
優
し
や

土
ま
で
も
」
と
言
わ
れ
る
ゆ
え
ん
が
解
る
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。
ま
た
来
年
の
祭
り
が
楽
し
み
で
す
。 

（
千
葉
県
船
橋
市
内
二
宮
睦
会
「
む
つ
み
だ
よ
り
」

１
１
月
・
１
７
６
号
よ
り
） 
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東
京
珠
洲
会
総
会
開
催
さ
れ
る 

 
去
る
十
月
二
〇
日
台
東
区
内
浅
草
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
に
お

い
て
、
第
５
１
回
東
京
珠
洲
会
総
会
が
開
催
さ
れ
、
珠
洲

市
か
ら
上
京
し
た
泉
谷
満
寿
裕
市
長
ら
を
含
め
１
０
４
人

が
参
加
し
た
。
笠
原
英
二
会
長
が
「
昨
年
５
０
周
年
を
迎

え
た
伝
統
の
会
を
更
に
発
展
さ
せ
ま
し
ょ
う
」
と
挨
拶
し

て
開
会
し
、
規
約
の
制
定
、
役
員
の
選
出
を
行
い
体
制
の

整
備
を
図
っ
た
。
珠
洲
市
か
ら
は
、
泉
谷
市
長
を
は
じ
め
、

平
蔵
豊
志
県
議
、
藤
野
裕
之
珠
洲
商
工
会
議
所
副
会
頭
、

徳
力
暁
宗
玄
酒
造
社
長
、
寺
井
秀
樹
市
議
、
松
ヶ
瀬
昌
太

珠
洲
市
観
光
交
流
課
長
ら
の
ほ
か
、
石
川
県
か
ら
蟹
由
尚

観
光
戦
略
部
長
、
松
原
公
慈
東
京
事
務
所
長
、
石
川
県
人

会
西
喬
事
務
局
長
ら
が
来
賓
と
し
て
出
席
さ
れ
た
。 

 

懇
親
会
で
は
、
映
画
監
督
石
井
か
ほ
り
さ
ん
が
新
作
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
一
献
の
系
譜
―
能
登
杜
氏
の
い

と
な
み
」
の
制
作
抱
負
と
撮
影
の
進
捗
状
況
を
語
り
、
サ

サ
キ
ホ
コ
さ
ん
が
ふ
る
さ
と
歌
謡
・「
能
登
の
岬
で
」
を
披

露
す
る
な
ど
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。
参
加
者
は
能
登
の

銘
酒
や
食
材
を
味
わ
い
な
が
ら
ふ
る
さ
と
談
義
に
花
を
咲

か
せ
て
親
交
を
温
め
た
。 

 

 

 

 
 

勇
壮
！ 

キ
リ
コ
パ
レ
ー
ド 

イ
ン
日
本
橋
・
京
橋 

 
北
陸
新
幹
線
開
業
の
宣
伝
を
目
的
に
昨
年
十
月
二
七
日
に
開
催

さ
れ
た
日
本
橋
・
京
橋
祭
り
に
キ
リ
コ
二
基
（
担
ぎ
手
な
ど
２
１

０
人
）
が
参
加
、
日
本
橋
・
三
越
前
か
ら
京
橋
・
明
治
屋
前
ま
で

の
中
央
通
り
二
キ
ロ
を
勇
壮
か
つ
厳
粛
に
パ
レ
ー
ド
し
、
沿
道
の

観
客
か
ら
大
き
な
拍
手
を
受
け
た
。
パ
レ
ー
ド
は
、
新
幹
線
開
業

の
横
幕
を
先
頭
に
、
天
狗
、
紋
付
袴
の
旦
那
衆
、
高
提
灯
、
和
服

の
女
性
団
体
（
目
白
和
服
で
散
歩
す
る
会
）
の
順
で
厳
か
に
進
行
、

こ
れ
に
続
き
、
蛸
島
キ
リ
コ
、
宇
出
津
キ
リ
コ
の
二
基
が
連
な
っ

て
勇
壮
に
練
り
歩
き
、
能
登
の
心
意
気
で
新
幹
線
の
開
業
を
強
力

に
ア
ピ
ー
ル
し
た
。 

 

キ
リ
コ
は
、
東
京
で
能
登
の
祭
り
を
や
ろ
う
会
、
石
川
県
人
会

の
他
、
能
登
と
交
流
の
あ
る
東
洋
大
、
早
稲
田
大
、
法
政
大
な
ど

の
都
内
の
大
学
生
５
０
人
が
担
ぎ
手
を
担
っ
た
。
ま
た
、
日
本
橋

に
は
、
典
座
（
三
崎
町
）
な
ど
石
川
県
各
市
町
の
食
の
ブ
ー
ス
が

１
２
店
出
店
、
三
越
本
店
に
は
レ
ス
ト
ラ
ン
浜
中
（
上
戸
町
）
の

能
登
丼
が
出
店
し
、
盛
況
で
あ
っ
た
。
石
川
県
は
、
今
年
も
こ
の

祭
り
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
キ
リ
コ
や
郷
土
芸
能
な
ど
で
よ
り
盛
大

な
Ｐ
Ｒ
事
業
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
る
。 

 

１
１
月
２
日
、
３
日
東
洋
大
学
学
園
祭
「
白
山
祭
」
で
学
生
が
「
能

登
・
と
り
野
菜
鍋
」
を
出
店 

 
 

 

能
登
研
修
合
宿
な
ど
で
交
流
の
あ
る
東
洋
大
学
国
際
地
域
学
部 

高
橋
・
藤
井
ゼ
ミ
の
学
生
が
、「
白
山
祭
」
で
能
登
か
ら
食
材
を
取
り

寄
せ
「
と
り
野
菜
鍋
」
を
出
店
し
た
。
学
生
ら
は
、
見
附
島
の
イ
ラ

ス
ト
と
能
登
の
背
文
字
が
染
め
抜
か
れ
た
半
纏
を
ま
と
い
、
威
勢
良

く
客
寄
せ
を
行
っ
て
い
た
。
鍋
は
な
か
な
か
の
出
来
で
、
奥
深
い
味

わ
い
が
好
評
を
博
し
た
。 

 

ま
た
同
学
園
祭
に
は
、
石
川
県
白
山
市
が
初
出
展
し
、
文
京
区
白 

山
神
社
と
“
白
山
の
ゆ
か
り
“
を
押
し
出
し
て
観
光
、
物
産
の
Ｐ
Ｒ 

を
行
っ
た
。 

 

石
川
県
の
観
光
と
交
流
人
口
の
拡
大
に
“
一
役
か
っ
た
“
学
園
祭

と
な
っ
た
。
草
の
根
的
な
Ｐ
Ｒ
事
業
と
し
て
根
付
く
こ
と
を
願
う
と

こ
ろ
で
あ
る
。 

 

東
洋
大
生
の
千
田
耀
子
さ
ん
、
志
保
石
薫
さ
ん
は
研
修
結
果
を
、

フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
の
「
ス
ズ
ノ
コ
ト
」
を
発
刊
し
て
成
果
を
発
表
。 

 

 

 

参
加
者
は
、

い
も
菓
子
や
地

酒
の
お
土
産
を

手
に
、
次
回
（
本

年
１
１
月
８
日

〈
土
〉
予
定
）

も
浅
草
ビ
ュ
ー

ホ
テ
ル
で
再
会

す
る
こ
と
を
約

し

て

散

会

し

た
。 

(

写
真
は
泉
谷
珠

洲
市
長
の
挨
拶

風
景) 
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東洋大キャンパス「白山祭」での出店風景 

～そろいの法被で呼び込み 
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レ
ス
ト
ラ
ン
浜
中
、
後
楽
園
ド
ー
ム
の
丼
選
手
権
に
出
場 
 

 

本
年
１
月
１
０
日
か
ら
１
９
日
ま
で
、
後
楽
園
ド
ー
ム
で
行
わ
れ
る

「
ふ
る
さ
と
祭
り
東
京
」
の
全
国
丼
選
手
権
に
、
レ
ス
ト
ラ
ン
浜
中
（
上

戸
町
）
が
昨
年
５
位
に
入
賞
し
た
「
香
箱
丼
」
の
実
績
を
買
わ
れ
て
、

シ
ー
ド
出
場
す
る
。
同
会
場
で
は
石
川
県
の
北
陸
新
幹
線
開
業
Ｐ
Ｒ
の

他
、
地
酒
、
物
産
の
販
売
な
ど
食
の
ブ
ー
ス
も
多
数
出
展
す
る
。 

 

店
主
・
浜
中
康
男
さ
ん
は
、
５
年
目
の
挑
戦
で
更
に
上
位
を
目
指
し

腕
に
よ
り
を
掛
け
て
お
り
、
応
援
を
呼
び
か
け
て
い
る
。 

 
 

石
川
県
人
会
・
奥
能
登
応
援
団
で
は
、“
調
理
・
接
客
応
援
隊
”
を 

 

 

募
り
、
ス
タ
ッ
フ
が
全
面
支
援
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
な
お
、
期
間 

 

中
、
地
元
か
ら
の
応
援
ツ
ア
ー
の
上
京
に
合
わ
せ
て
交
流
会
を
予
定 

 

し
て
い
る
。
（
右
表
２
参
照
） 

 

お
手
伝
い
要
員
の
応
募
は
、
石
川
県
人
会
（
０
３
―
３
５
５
６
―
１
４ 

 

１
４
）
又
は
、
当
応
援
団
（
０
９
０
―
８
８
７
６
―
４
９
０
１)

ま
で
。 

 
 

 
 

 

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
一
年
を
占
う
「
初

夢
」
皆
様
方
は
い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
？ 

 

古
来
よ
り
、
縁
起
の
良
い
順
に
一
富
士 

二
鷹 

三
な
す
び
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
昨
年
暮
れ
に
は
現
代
版
「
宝
船
」
と
も
思
え
る

よ
う
な
ビ
ッ
グ
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
。 

 

日
本
海
上
越
沖
、
佐
渡
島
と
能
登
半
島
間
の
海
底
に
次
世
代
エ
ネ

ル
ギ
ー
資
源
「
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
」
の
一
部
が
む
き
出
し
と
な

っ
て
い
る
と
い
う
も
の
で
、
そ
の
埋
蔵
量
は
国
内
の
天
然
ガ
ス
消
費

量
の
百
年
分
に
も
相
当
す
る
と
い
う
か
ら
驚
き
で
す
。
北
陸
新
幹
線

の
開
業
を
間
近
に
控
え
、
い
よ
い
よ
風
が
吹
い
て
き
て
い
る
と
い
っ

た
感
が
あ
り
ま
す
が
、
夢
を
実
現
す
る
た
め
に
は
自
ら
の
行
動
が
必

要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
か
ね
て
よ
り
の
真
理
で
す
。 

 

本
年
も
ふ
る
さ
と
の
発
展
に
向
け
着
実
に
歩
ん
で
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
今
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

編
集
後
記 

 

今年のふるさと行事のご案内 

 

 
 

ふ
る
さ
と
紀
行
」
発
刊 
 

 

新
保
博
司
氏
が
、
珠
洲
市
三
崎
、
正
院
に
所
在
す
る
社
寺
な
ど

の
由
緒
、
伝
説
六
題
を
取
り
ま
と
め
て
、
こ
の
程
シ
リ
ー
ズ
四
冊
目

と
な
る
郷
土
の
歴
史
随
想
抄
の
労
作
を
発
刊
し
ま
し
た
。 

 
 

お
問
い
合
わ
せ
先 

珠
洲
市
正
院
町
川
尻
二-

八-

一 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

新
保
博
司 

  新刊 表題 

No 月 日 場 所 行 事 

1 
1 月 8 日 (水) 

  ～ 14 日 (火) 

八木橋百貨店 埼玉 第８回加賀能登物産展 

2 
1 月 10 日 (金)     

 ～ 19 日 (日) 

東京ドーム  ふるさと祭り東京 

3 
1 月 15 日 (水) 

   19：00 

紀尾井ホール 東京 オーケストラ・アンサン

ブル金沢 東京公演 

4 
1 月 16 日 (木)  

 ～ 18 日 (土) 

東京駅 加賀・能登・白山うまい

もんフェスタ 

5 
1 月 19 日 (日) 東京ビッグサイト 西４

ホール 東京都江東区 

JOIN 移住・交流＆地域

おこしフェア 

６ 
1 月 26 日(日) 

   14：00 

グランドアーク半蔵門 

東京 

飯田高校同窓会東京支部

拡大幹事会 

７ 
2 月 7 日 (金) 

  ～ 9 日 (日) 

東京ドームシティ・プリ

ズムホール東京都文京区 

いしかわ伝統工芸フェア

2014 

８ 
2 月 18 日 (火)  

  ～24 日 (月) 

そごう横浜店 神奈川 (仮称）ちょっと、金沢ま

で金沢・加賀・能登 

９ 
2 月 22 日（土） 

 ～23 日（日） 

湯島天神 東京都文京区 湯島天神梅祭り 能登町

物産展 

10 
2 月 26 日 (水) 

～ 3 月 3 日 (水) 

丸広百貨店 川越店埼玉 第１回いしかわ百万石展

～金沢・能登の味と技 

11 

3 月 5 日 (水)  

 ～ 10 日 (月) 

日本橋三越 東京 いしかわ百万石物語展・

石川のこだわり商品フェ

ア 

 

12 

3 月 24 日 (月) サントリーホール 東京 オーケストラ・アンサン

ブル金沢 

第３０回東京定期公演 

13 
3 月 26 日 (水) 文京シビックホール 

 東京都文京区 

オーケストラ・アンサン

ブル金沢 東京公演 

 


